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調査概要

調査目的：若年層、コロナ禍における自殺の実態を把握する
日本財団はこれまで、自殺意識について把握するため2016年から2018年に第1回～第3回自殺意識調査を行った。
これまでの調査対象者の最低年齢は18歳だったが、今回の調査では13歳まで引き下げ、若年層の自殺の実態を明ら
かにすることを目的のひとつとした。また、2020年はコロナ禍の中で、10年間減少していた自殺者数が増加に転じたこと
を受け、新型コロナに関する質問を追加し、調査を実施した。

調査方法
インターネット調査

調査期間
2021年4月9日（金）～2021年4月13日（火）

調査対象
全都道府県15歳～79歳の男女＋一都三県13～14歳の男女
※15歳以上：クロス・マーケティング社の協力により回収
※13-14歳：株式会社ワンド機縁法リクルート網により回収

回答数及び有効回答数
依頼数：291,810 件
回答数：25,208 件
有効回答数：20,000 件



10のファクト

1 4人に1人
が「本気で自殺したいと考えたことがある」

2 自殺未遂経験者は6.2％

3
自殺念慮、自殺未遂ともに
15～20代のリスクが高い



10のファクト

4

5
１年以内に自殺念慮があった層のコロナ禍におけるストレス

精神的健康問題
（うつ病など）の
症状悪化

同居する家族から
感情的な暴言を吐

かれること

就職／転職活
動が困難である

こと

経済的に苦しく、家賃
や光熱水費、食費など
の生活費が工面できな

いこと

睡眠が十分とれて
いないこと

自殺念慮・自殺未遂のリスクが高い層

在職（休職中）
無職（求職中）

持病
心の病気

疎外感や孤立
感を感じている

周囲で自殺で
亡くなった方が

いる

家族等に助けや
助言を求める
相手がいない



10のファクト

6
4人に1人

が周りの人を自殺で亡くした経験がある

7
7割が自殺を考えた時に

誰にも相談していない

8
自殺念慮や自殺未遂経験がある層は、
家族に助言を求める割合が低い



10のファクト

9
自殺を思いとどまる理由は

「家族や恋人が悲しむことを考えて」
「我慢して」

10
若い年代は自殺に関する報道に

影響を受けやすい傾向



調査結果 要約



要約

9

ある

24.0%

ない

76.0%

4人に1人が「本気で自殺したいと考えたことがある」

そのうち27.7％（全体の6.4%）が1年以内の自殺念慮あり。

自殺念慮経験
（n=18514 「答えたくない」回答者除く）

１年以内自殺念慮
（n=18320 「答えたくない」回答者除く）

1

ある

6.4%

ない

93.6%
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4人に1人が「本気で自殺したいと考えたことがある」

自殺念慮の原因は、全体では「家庭問題」が最多。
１年以内に絞ると、「健康問題」「家庭問題」「経済生活問題」が増加した。

健康問題 家庭問題 経済生活問題 勤務問題 学校問題 男女問題 その他 特になし

39.4

45.2

31.7
30.5

25.8

20.7

6.2
7.7

54.9
53.1

45.4

32.0

21.8
19.3

9.1

5.3

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60% 時期問わず(n=4450)

１年以内(n=1079)

1

自殺念慮原因
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自殺未遂経験者は6.2％

そのうち29.4％（全体の2.1%）が1年以内の自殺未遂経験あり。

ある

6.2%

ない

93.8%

2

自殺未遂経験
（n=19141 「答えたくない」回答者除く）

１年以内自殺未遂
（n=19310 「答えたくない」回答者除く）

ある

2.1%

ない

97.9%
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自殺未遂経験者は6.2％

１年以内の自殺未遂の原因は、
「健康問題」「家庭問題」「経済生活問題」が多い。

健康問題 家庭問題 経済生活問題 勤務問題 男女問題 学校問題 その他 特になし

49.5 50.0

41.4

30.2

23.4 24.4

6.8 6.1

64.6

59.5
57.4

33.6

22.2
20.9

5.2 5.0

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70% 時期問わず(n=1182)

１年以内(n=391)

自殺未遂原因

2
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自殺念慮、自殺未遂ともに15～20代のリスクが高い

１年以内の自殺念慮は、15～19歳、20代などの若年層が多い。

3

１年以内に自殺念慮あり

計 13～14

歳

13歳 14歳 15～19

歳

15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20代 30代 40代 50代 60代以

上

n=

全体 18320 431 222 209 1021 70 154 197 268 332 2147 2720 3278 2749 5974

男性 9096 219 112 107 534 47 79 89 142 177 1107 1373 1657 1374 2833

女性 9224 212 111 102 487 22 75 108 125 156 1040 1348 1621 1375 3141

6.4

5.2 4.0

6.6

15.8

11.8

19.1

21.7

18.5

9.5

14.0

10.0

6.2

4.4

1.6

5.6

4.3

0.0

8.7

10.8

12.0

18.4

14.2

9.9

6.3

12.2

8.7

5.5

3.9

1.5

7.3
6.3

8.0

4.3

21.3

11.3

19.9

27.8 28.2

13.2

15.9

11.3

6.9

4.9

1.8

0%

10%

20%

30% 全体

男性

女性
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自殺念慮、自殺未遂ともに15～20代のリスクが高い3

１年以内に自殺未遂あり

１年以内の自殺未遂も、15～19歳、20代などの若年層が多い。

計 13～

14歳

　13歳 　14歳 15～

19歳

　15歳 　16歳 　17歳 　18歳 　19歳 20代 30代 40代 50代 60代以

上

n=

全体 19310 454 227 227 1098 78 159 215 288 358 2265 2906 3464 2918 6204

男性 9550 233 117 117 576 51 82 94 158 190 1158 1460 1747 1445 2932

女性 9760 221 111 111 523 27 77 121 131 168 1107 1446 1718 1473 3272

2.1

0.0 0.0 0.0

4.9

2.6

7.7

4.7

7.0

2.7

5.7

3.1

1.9
1.3

0.3

2.3

0.0 0.0 0.0

3.9 4.0

4.9

3.8

6.9

1.0

6.4

3.6

2.1
1.5

0.4

1.8

0.0 0.0 0.0

6.1

0.0

10.6

5.4

7.2

4.5
5.0

2.6

1.7

1.0
0.3

0%

5%

10%

15%

全体

男性

女性
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「在職（休職中）」「無職（求職中）」、持病で「心の病気」を持つ層、
疎外感や孤立感を感じている層、家族等に助けや助言を求める相手がいない層、

周囲で自殺で亡くなった方がいる層などが１年以内の自殺念慮や自殺未遂の割合が高い。

自殺念慮・自殺未遂のリスクが高い層4

全体 在職（休職

中）

無職（求職

中）

無職（仕事

をしたいが、

現在は求職

していない）

心の病気

（診断あ

り）

心の病気

（診断はな

いが自覚症

状あり）

自分に仲間

付き合いがな

いと感じること

がある（よく

感じる）

自分は疎外

されていると

感じることが

ある（よく感

じる）

自分は他の

人から孤立し

ていると感じ

ることがある

（よく感じ

る）

家族等にい

る

家族等にい

ない

家族等以外

でいる

家族等以外

でいない

誰かしら相手

あり

全く相手なし 周りで自殺で

亡くなった方

がいる

(n=) (18320) (482) (627) (1377) (1038) (734) (2962) (1177) (1707) (16354) (1966) (14935) (3386) (16980) (1341) (4660)

持病就業状況 孤立・疎外感 助けや助言を求める相手

6.4

14.7 14.8

9.0

28.6

33.1

15.5

29.6

25.3

5.6

13.1

6.0

8.4

6.0

12.3

8.1

0%

10%

20%

30%

40%

１年以内に自殺念慮があった割合
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自殺念慮・自殺未遂のリスクが高い層4
「在職（休職中）」「無職（求職中）」、持病で「心の病気」を持つ層、

疎外感や孤立感を感じている層、家族等に助けや助言を求める相手がいない層、
周囲で自殺で亡くなった方がいる層などが１年以内の自殺念慮や自殺未遂の割合が高い。

全体 在職（休

職中）

無職（求

職中）

無職（仕

事をしたい

が、現在は

求職してい

ない）

心の病気

（診断あ

り）

心の病気

（診断はな

いが自覚症

状あり）

自分に仲間

付き合いが

ないと感じる

ことがある

（よく感じ

る）

自分は疎外

されていると

感じることが

ある（よく感

じる）

自分は他の

人から孤立

していると感

じることがあ

る（よく感じ

る）

家族等にい

る

家族等にい

ない

家族等以

外でいる

家族等以

外でいない

誰かしら相

手あり

全く相手な

し

周りで自殺

で亡くなった

方がいる

(n=) (19310) (509) (666) (1484) (1110) (780) (3207) (1274) (1859) (17267) (2043) (15725) (3585) (17908) (1402) (4878)

就業状況 持病 孤立・疎外感 助けや助言を求める相手

2.1

8.9

6.2

2.5

10.2
9.5

3.5

7.0

5.7

1.7

5.4

2.0
2.5

1.8

5.0

4.0

0%

5%

10%

15%

１年以内に自殺未遂をした割合
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１年以内に自殺念慮があった層のコロナ禍におけるストレス5
１年以内に自殺念慮があった層がなかった層に比べて特に強く感じていたストレスは、

「精神的健康問題（うつ病など）の症状悪化」「同居する家族から感情的な暴言を吐かれること」
「経済的に苦しく、家賃や光熱水費、食費などの生活費が工面できないこと」
「就職／転職活動が困難であること」「睡眠が十分とれていないこと」など。

１年以内の各ストレスの得点

※１年以内に自殺念慮があった層となかった層の差が大きい項目順に10項目掲載

精神的健康問題

（うつ病など）の

症状悪化

同居する家族から

感情的な暴言を

吐かれること

経済的に苦しく、

家賃や光熱水

費、食費などの生

活費が工面でき

ないこと

就職／転職活動

が困難であること

睡眠が十分とれて

いないこと

同居家族と一緒

にいる時間の増加

／一人の時間の

減少

身体的健康問題

（精神疾患は含

まない）の症状

悪化

シフト減／賃金

カット／休業によ

る手取り額の減少

同居する家族に

感情的な暴言を

吐いてしまうこと

筋力・身体機能

の低下

12.4 

16.3 16.5 16.2 15.6 
17.4 

14.7 14.8 14.7 

19.1 

37.6 
35.6 

34.3 
33.0 

31.7 
33.0 

29.5 29.4 29.2 

33.4 

0点

10点

20点

30点

40点

50点

１年以内自殺念慮なし １年以内自殺念慮あり

25.2

差

19.3

差

17.8

差

16.8

差

16.1

差
15.6

差

14.8

差

14.6
差

14.5
差

14.3

差
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4人に1人が周りの人を自殺で亡くした経験がある

１年以内の自殺念慮がある層では32.1％
１年以内の自殺未遂経験者では49.1％
が周りの人を自殺で亡くした経験がある。

いる

25.4%

いない

74.6%

6

周りの人を自殺で亡くした経験
（n=20000）

全体 自殺

念慮

あり

自殺

念慮

なし

１年以内自

殺念慮あり

１年以内自

殺念慮なし

自殺未遂経

験あり

自殺未遂経

験なし

１年以内自

殺未遂経験

あり

１年以内自

殺未遂経験

なし

(n=) (20000) (4450) (14064) (1181) (17140) (1182) (17959) (397) (18913)

25.4

35.2

22.0

32.1

25.0

42.0

24.1

49.1

24.8

0%

10%

20%

30%

40%

50%

周りで自殺で亡くなった人がいる割合
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4人に1人が周りの人を自殺で亡くした経験がある

自殺で亡くなった中で多いのは、「同居していない家族・親族」「職場関係者」。

1.7

7.5

0.3

4.0
4.9

5.4
4.6

1.9

0％

5％

10％

同居の

家族・親族

同居して

いない

家族・親族

恋人 友人 同級生 職場関係者 近所の方 その他

6

自殺でなくなった方（n=20000）
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自殺念慮や自殺未遂経験者の7割が
自殺を考えた時に誰にも相談していない

相談した

29.1%

誰にも相談しない

70.9%

7

自殺したいと思ったとき、
自殺未遂をしたときに誰かに相談した

（n=4686）
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自殺念慮や自殺未遂経験者の7割が自殺を考えた時に
誰にも相談していない

相談する相手として多いのは「両親や祖父母」「配偶者」。

配

偶

者

両

親

や

祖

父

母

兄

弟

姉

妹

自

分

の

子

ど

も

親

戚

恋

人

学

校

（

時

代

）

の

先

生

学

校

（

時

代

）

の

友

人

学

校

外

の

友

人

職

場

の

上

司

・

同

僚

そ

の

他

知

人

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

・

相

談

員

宗

教

関

係

者

公

的

機

関

の

相

談

窓

口

民

間

組

織

の

相

談

窓

口

医

師

・

医

療

機

関

法

律

の

専

門

家

掲

示

板

な

ど

不

特

定

多

数

の

人

が

見

ら

れ

る

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

サ

イ

ト

Ｓ

Ｎ

Ｓ

な

ど

の

登

録

制

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

サ

ー

ビ

ス

テ

レ

ビ

番

組

・

ラ

ジ

オ

番

組

・

雑

誌

投

稿

欄

な

ど

そ

の

他

6.0

8.4

2.9
2.2

0.9

2.5

0.9

3.7

1.7
1.3 1.2

3.5

0.6 0.8 0.6

4.7

0.3 0.5 0.6
0.2 0.3

0％

5％

10％

7

自殺したいと思ったとき、自殺未遂をしたときに相談した相手（n=4686）
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自殺念慮や自殺未遂経験がある層はない層に比べて、
普段から家族に助言を求める割合が低い

助言を求める相手 家族等にいる割合
１年以内の自殺念慮がある層 78.2％／ない層 90.0％

１年以内の自殺未遂経験がある層 72.3％／ない層 89.8％

8

家族等に

いる

家族等に

いない

家族等

以外でい

る

家族等

以外でい

ない

誰かしら

相手あり

全く相手

なし

78.2

21.8

76.0

24.0

86.0

14.0

90.0

10.0

81.9

18.1

93.1

6.9

0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

90％

100％

１年以内自殺念慮あり（n=1181）

１年以内自殺念慮なし（n=17140）

家族等に

いる

家族等に

いない

家族等

以外でい

る

家族等

以外でい

ない

誰かしら

相手あり

全く相手

なし

72.3

27.7

77.7

22.3

82.4

17.6

89.8

10.2

81.5

18.5

93.0

7.0

0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

90％

100％

１年以内自殺未遂経験あり（n=397）

１年以内自殺未遂経験なし（n=18913）
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自殺を思いとどまる理由は
「家族や恋人が悲しむことを考えて」「我慢して」

家族や恋

人などが悲

しむことを考

えて

我慢して 自殺を試み

たが死にき

れなくて

まだ「思いと

どまった」と

は言えない

将来を楽

観的に考え

るようになっ

て

死んでしま

おうと思った

原因となっ

た問題が解

決したから

仕事のこと

を考えて

相談して 歌や詩に励

まされて

自殺防止

のポスター・

ＣＭを見て

自殺防止

のイベントに

参加して

その他

24.4
23.1

12.1 11.3

8.4

3.1 2.9 2.7 1.9
0.3 0.3

9.5

0％

10％
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自殺を思いとどまった理由（n=4450）



要約

24

若い年代は自殺に関する報道に影響を受けやすい傾向10

著名人の自殺に関

するニュースや記事

を見たあと、自殺の

ことを繰り返し考え

ることがある。

著名人の自殺の

ニュースや記事に自

殺の手段が載ってい

ると、その手段のこと

を具体的に思い浮

かべることがある。

著名人の自殺に関

するニュースや記事

を見たとき、自分も

自殺すれば楽にな

れると感じることがあ

る。

一般人の自殺に関

するニュースや記事

を見たあと、自殺の

ことを繰り返し考え

ることがある。

一般人の自殺の

ニュースや記事に自

殺の手段が載ってい

ると、その手段のこと

を具体的に思い浮

かべることがある。

一般人の自殺に関

するニュースや記事

を見たとき、自分も

自殺すれば楽にな

れると感じることがあ

る。

自殺を考えていた人

が最終的には自殺

するのを止めて生き

ることを選んだという

ニュースや記事を見

たあと、自分もその

人のように生きようと

考えることがある。

自殺を考えていた人

が最終的には自殺

するのを止めて生き

ることを選んだという

ニュースや記事を見

たあと、その人も自

殺すれば楽になれる

のにと考えることがあ

る。

自殺を考えていた人

が最終的には自殺

するのを止めて生き

ることを選んだという

ニュースや記事を見

たあと、自分も自殺

せずに生きていてよ

いのではないかと感

じることがある。

  全  体 (n=20000) 27.8 29.3 21.3 22.2 24.7 20.5 25.5 17.2 25.6
13～14歳 (n=454) 23.9 32.1 9.9 11.9 22.0 8.8 31.1 4.0 27.0
　13歳 (n=227) 30.1 24.1 4.0 12.0 22.1 3.9 28.2 0.0 18.1
　14歳 (n=227) 17.7 40.0 15.8 11.9 21.9 13.7 33.9 8.0 35.9
15～19歳 (n=1176) 39.9 36.8 26.9 34.3 34.2 28.4 33.2 23.7 32.2
　15歳 (n=81) 37.6 30.1 22.9 26.2 32.0 29.1 22.5 17.5 26.0
　16歳 (n=181) 38.2 36.6 28.5 30.8 36.1 24.4 31.2 23.5 27.0
　17歳 (n=226) 42.1 36.5 25.8 38.4 34.1 24.4 32.9 20.2 31.2
　18歳 (n=306) 40.6 37.9 30.9 37.2 32.5 32.5 36.7 26.2 34.2
　19歳 (n=383) 39.4 37.5 24.4 33.0 35.1 29.1 33.9 25.2 35.0
20代 (n=2422) 37.6 37.5 32.3 34.1 34.7 30.9 32.3 26.9 32.0
30代 (n=3053) 36.9 38.1 31.6 31.3 33.2 29.8 29.7 25.0 30.6
40代 (n=3598) 31.0 32.6 26.4 25.8 28.4 24.6 27.2 20.4 28.1
50代 (n=3022) 25.6 27.2 19.2 19.9 22.8 18.5 24.7 15.6 25.0
60代以上 (n=6275) 16.8 19.3 10.0 10.8 14.0 10.0 18.2 8.3 18.3
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［比率の差］
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